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読み聞かせおすすめ絵本（小学生高学年向け） シニア世代と読む絵本 
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＜ご紹介者＞ 

わたしのすきな絵本 

tokubetu 
 

 ７月は梅雨が明けると本格的な夏を迎える季節です。 

各学校は夏休みに入り、夏休みは子ども達にとって楽しい

時間です。夏のよい想い出を創ってください。 

 今月は以前にもご紹介しました松本春野さんの作品で

す。先日、初めてお会いしました。人間力のある創造力豊

かな素晴らしい先生です。 

 今回の作品は、“ライフ”です。先生の作品で４作目の

紹介です。ライフというと生活や暮らしや、人生、生命を

思います。この作品は“ライフ”という名で町の人たちが、

ふれあうリユースのお店です。それぞれの人たちが、それ

ぞれのものを交換します。人生とは何かと考えさせられま

す。社会は、支えながら生きて、人は生かされながら生き

ているということを伝えています。 

 この夏休みには、子ども達に読んで欲しい必読の絵本で

す。絵も温もりを感じ、幸せになると思います。 

 

 ある冷たい風の吹く日、一人のおばあさんが町外れにある『Life』という小さなお店にやってきました。

『Life』は、お店と言っても、なにかを売っている普通のお店とは違います…。 

冬の間このお店にたくさんの人が訪れました。そして春になって、すてきな奇跡が起こりました。人は誰か

とのかかわりの中で生きているのだ、ということを伝える感動の絵本。（紹介文：瑞雲社） 

もったいない図書館の「本の交換スタンド」を思わせる絵本です。町内に設置しているスタンドは、読み終わった

おすすめの本を持ち寄り、自由に持ち帰ることができます。いつでもだれでも本との出会いを、楽しんでください。

（矢祭もったいない図書館） 

内容のご紹介 


